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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
、
希
望
に
溢
れ
た
す
ば
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

軽井沢町長
　土屋 三千夫

　

ま
も
な
く
町
長
就
任
か
ら
３
年

と
な
り
ま
す
が
、
重
点
テ
ー
マ
を

含
め
町
は
よ
り
良
い
方
向
に
向

か
っ
て
、
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま

す
の
で
、
進
捗
状
況
を
改
め
て
ご

説
明
い
た
し
ま
す
。

３
つ
の
重
点
テ
ー
マ

１
．
庁
舎
改
築
周
辺
整
備
事
業

　

昨
年
３
月
に
「
基
本
計
画
」
の

策
定
が
終
わ
り
、
現
在
は
庁
舎
お

よ
び
交
流
セ
ン
タ
ー
（
現
在
の
公

民
館
機
能
を
含
む
）
の
機
能
の
具

体
的
な
配
置
や
使
い
方
な
ど
に
つ

い
て
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
・
働
く

職
員
等
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

各
区
の
皆
さ
ま
と
の
意
見
交
換
会

な
ど
を
丁
寧
に
お
こ
な
い
、
本
年

３
月
に
は
「
基
本
設
計
」
が
完
了

す
る
予
定
で
す
。
４
月
以
降
は
い

よ
い
よ
「
実
施
設
計
」
の
段
階
に

入
り
、
さ
ら
に
詳
細
の
詰
め
を
お

こ
な
い
、
令
和
９
年
度
か
ら
始
ま

る
工
事
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
総
事
業
費
の
最
新
見
積

も
り
つ
い
て
は
、
基
本
設
計
の
完

成
に
合
わ
せ
て
ま
も
な
く
公
表
す

る
予
定
で
す
が
、
財
源
に
つ
き
ま

し
て
は
今
後
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
分

を
考
慮
し
て
も
、
町
の
財
政
健
全

性
を
確
保
で
き
る
こ
と
を
確
認
し

な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

２
．
自
然
環
境
の
保
全
と
再
生

　

軽
井
沢
の
素
晴
ら
し
い
自
然
環

境
と
景
観
を
未
来
に
引
き
継
い
で

い
く
た
め
、
昨
年
３
月
に
は
自
然

環
境
と
景
観
を
守
る
た
め
に
「
宣

言
」
を
発
出
し
ま
し
た
。
ま
た
時

代
の
変
化
に
も
対
応
す
る
た
め
に

「
自
然
保
護
対
策
要
綱
」
の
一
部

見
直
し
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
、「
建
築
物
の
階
数
制

限
」
の
強
化
、「
集
合
住
宅
等
の

戸
当
た
り
の
敷
地
面
積
」
を
引
き

上
げ
る
改
正
、
そ
し
て
「
宿
泊
施

設
に
お
け
る
営
業
者
等
の
駐
在
」

規
定
の
新
設
で
、
一
部
は
す
で
に

昨
年
８
月
よ
り
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
内
に
お
け
る
民
泊

事
業
に
つ
い
て
、
静せ

い

謐ひ
つ

な
環
境
・

文
化
を
守
っ
て
い
く
た
め
昨
年
11

月
に
「
民
泊
事
業
に
関
す
る
要
望

書
」
を
県
に
提
出
い
た
し
ま
し

た
。
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
強
い
姿
勢
で
臨
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

昨
年
度
よ
り
開
講
し
ま
し
た
植

生
学
講
座
は
２
期
目
が
ス
タ
ー
ト

し
、
今
後
の
啓
発
活
動
に
繋
い

で
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
樹
木
医
相
談
窓
口
を
開
設

し
、
危
険
木
の
伐
採
と
そ
の
後
の

植
栽
へ
の
補
助
金
制
度
も
始
ま
り

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
継
続
さ
せ
、

軽
井
沢
の
環
境
に
あ
っ
た
植
生
を

保
全
す
る
と
と
も
に
、
植
栽
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
作
り
に
繋
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

３
．
情
報
公
開
の
徹
底
と

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ
Ｘ
推
進

　

す
で
に
審
議
会
等
の
議
事
録
や

関
連
資
料
の
情
報
公
開
に
つ
い
て

は
進
ん
で
お
り
、
さ
ら
に
見
や
す

さ
や
迅
速
性
な
ど
改
善
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
昨
年
３
月

の
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、
見
や
す
さ
、
使

い
や
す
さ
な
ど
で
、
多
く
の
方
に

好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｘ
推
進
は
職
員
に
よ
る
業
務

改
革
が
徐
々
に
進
ん
で
い
て
、
関

連
機
器
の
導
入
も
あ
り
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
今
後

は
さ
ら
に
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
も
計

画
を
早
め
て
実
施
す
る
予
定
で
、

業
務
の
効
率
化
や
働
き
方
改
革
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋
げ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
タ
ク
シ
ー
供

給
強
化
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

充
実
、
町
営
駐
車
場
の
台
数
増
加

や
料
金
体
系
見
直
し
、
満
車
空
車

情
報
の
発
信
、
循
環
バ
ス
の
位
置

情
報
や
ル
ー
ト
情
報
の
発
信
な
ど

町
全
体
の
公
共
交
通
改
善
に
向
け

て
、
計
画
策
定
と
並
行
し
て
逐
次

改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
軽
井
沢
病
院
は
民
間
医

療
機
関
等
と
の
連
携
に
よ
り
総
合

診
療
科
医
の
非
常
勤
医
師
６
名
を

確
保
し
ま
し
た
。
今
後
は
常
勤
医

の
増
員
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
国
内
外
と
も
に

変
化
の
激
し
い
環
境
の
中
で
、
軽

井
沢
の
良
き
伝
統
を
守
り
な
が

ら
、
大
き
な
転
換
点
に
も
対
応
し

て
、
今
後
も
持
続
可
能
で
魅
力
あ

る
「
か
る
い
ざ
わ
」、「
誰
ひ
と
り

取
り
残
さ
な
い
」
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
引
き
続
い
て
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

実
証
運
行
事
業

　

令
和
７
年
度
に
申
請
さ
れ
た
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
実
証
運
行
事
業
の
登

録
証
お
よ
び
利
用
券
の
有
効
期
限
は

３
月
31
日
㈫
ま
で
で
す
。

　

未
使
用
の
利
用
券
払
い
戻
し
は
、

４
月
30
日
㈭
ま
で
と
な
り
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
利
用
登
録
申
請
は
、
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

制
度
や
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課　
交
通
政
策
係45‐８

５
４
０

　
軽
井
沢
町
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

は
。
令
和
５
年
度
か
ら
公
共
交
通
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
昨
年
度
か
ら
は
軽

井
沢
町
地
域
公
共
交
通
会
議
の
委
員

を
務
め
て
お
り
ま
す
轟
直
希
と
申
し

ま
す
。
今
月
か
ら
３
回
に
わ
た
り
、

公
共
交
通
に
関
す
る
連
載
の
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
公
共
交
通
は
、
私
た
ち
の
生
活
を

そ
っ
と
支
え
る
「
移
動
の
生
命
線
」

で
す
。
と
く
に
軽
井
沢
の
よ
う
に
、

町
で
暮
ら
す
人
の
日
常
の
移
動
、
旅

で
訪
れ
る
人
の
移
動
、
そ
し
て
別
荘

で
滞
在
を
楽
し
む
人
の
移
動
が
重
な

り
合
う
地
域
で
は
、
そ
の
仕
組
み
が

ま
ち
の
活
動
や
魅
力
を
大
き
く
左
右

し
ま
す
。
公
共
交
通
は
決
し
て
派
手

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
ち
が
機
能

し
続
け
る
た
め
の
“
縁
の
下
の
力
”

と
し
て
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

　
公
共
交
通
を
理
解
す
る
う
え
で
役

立
つ
の
が
、「
幹
・
枝
・
葉
」
と
い

う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
考
え
方
で
す
。

鉄
道
や
主
要
バ
ス
路
線
は
広
域
を
結

ぶ
“
幹
”。
町
内
の
主
要
施
設
や
生

活
圏
を
つ
な
ぐ
循
環
バ
ス
が“
枝
”。

そ
し
て
デ
マ
ン
ド
交
通
、
タ
ク
シ

ー
、
自
転
車
な
ど
目
的
地
ま
で
の
短

距
離
を
担
う
手
段
が
“
葉
”
と
し
て

働
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
分

担
し
な
が
ら
つ
な
が
る
こ
と
で
、
暮

ら
し
・
旅
・
滞
在
と
い
っ
た
多
様
な

移
動
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
交
通
体
系
が

形
づ
く
ら
れ
ま
す
。

　
軽
井
沢
町
は
、
季
節
や
時
間
帯
、

そ
し
て
人
々
の
目
的
に
よ
っ
て
移
動

の
姿
が
大
き
く
変
わ
る
ま
ち
で
す
。

通
勤
・
通
学
・
通
院
と
い
っ
た
日
常

の
動
き
に
加
え
、
観
光
ル
ー
ト
を

巡
る
旅
や
、
別
荘
で
の
滞
在
に
伴
う

買
い
物
・
散
策
な
ど
、
多
様
な
動
き

が
重
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
幅
広
い

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
、
一
つ

の
手
段
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
幹
・

枝
・
葉
が
連
携
し
な
が
ら
支
え
る
交

通
体
系
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
公
共
交
通
は
目
立
た
な
い
存
在
で

第
一
回 
軽
井
沢
の
暮
ら
し
・
旅
・
滞
在
を
支
え
る
公
共
交
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
幹
・
枝
・
葉
で
つ
な
が
る
『
移
動
の
生
命
線
』～

軽
井
沢
町
地
域
公
共
交
通
会
議　
委
員（
有
識
者
）　
轟　
直
希
（
長
野
工
業
高
等
専
門
学
校　
准
教
授
）

新
し
い
風
を
吹
か
せ
る
挑
戦 

⑩

各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
活
動
内
容
に
つ
い
て
連
載
し
ま
す
。

軽井沢
×

専門家

す
が
、
暮
ら
し
の
移
動
を
支
え
る
だ

け
で
な
く
、
渋
滞
緩
和
や
環
境
負
荷

の
軽
減
、
歩
く
機
会
の
増
加
に
よ
る

健
康
づ
く
り
な
ど
、
地
域
に
多
く
の

効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
軽
井

沢
の
魅
力
や
暮
ら
し
の
質
を
維
持
し

続
け
る
た
め
に
も
、
こ
の
「
移
動
の

生
命
線
」
を
理
解
し
、
大
切
に
し
て

い
く
視
点
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
次
回

は
、
こ
の
考
え
方
が
軽
井
沢
で
ど
の

よ
う
に
形
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
具

体
的
に
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

令
和
８
年

軽
井
沢
町
消
防
出
初
式

と　
き　
１
月
13
日
㈫

と
こ
ろ　

　
　
式
典　
　
　
大
賀
ホ
ー
ル

　
　
分
列
行
進　
軽
井
沢
本
通
り　

時　
間　
　

　
　
式
典　
　
　
10
時
か
ら　
　

　
　
分
列
行
進　
11
時
か
ら

　
軽
井
沢
町
の
消
防
人
が
一
堂
に
会

し
、
災
害
に
備
え
、
町
の
安
全
と
安

心
を
守
る
た
め
決
意
を
新
た
に
し
ま

す
。
消
防
車
両
や
消
防
団
員
に
よ
る

行
進
も
行
わ
れ
ま
す
。

　
式
典
は
大
賀
ホ
ー
ル
、
分
列
行
進

は
軽
井
沢
本
通
り
で
行
い
ま
す
。
一

般
の
方
の
見
学
も
で
き
ま
す
の
で
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、
分
列
行
進
の
た
め
軽
井

沢
本
通
り
を
一
時
通
行
止
め
に
し

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

消
防
課　
消
防
係

45‐０
１
１
９

町ホームページ
デマンドタクシー実証運行事業



= 4 ＝令和８年１月１日　第762号

施設のイメージ

①駐車場に車を停めメインの出入口から役場の窓口へ向かうイメージ

②前面の前庭と施設の一体利用の活用イメージ

を紹介します

【問い合わせ】　新庁舎周辺整備課　新庁舎周辺整備室　 46-9065　shinchosha@town.karuizawa.nagano.jp

　このスケッチはこれまで皆さんからワークショップ等
でいただいた意見を基に“新たな活動”のイメージを具
体化しています。また、児童・生徒から高い要望もある
「自分たちの居場所」についても施設内やひろばでしっ
かりと確保できるよう検討を進めていきます。
　最新の全体配置図・平面図や調理室、工作室などの他
のイメージ図は町ホームページをご覧ください。

　庁舎に用事のある方が容易に窓口まで向
かいつつも、住民活動の様子を垣間見た
り、町のイベントなどの必要な情報が得ら
れる情報コーナーや、落ち着いて過ごせる
場所など、単に役場で用事を済ませるだけ
でなく、「発見や出会いの場」として、交
流センターとの相乗効果が期待できるよう
な施設構成をイメージしています。

　各諸室は、それぞれ役割・機能をもっていますが、ここでは施設を一体的に利用し、交流の場を創り出
し、コミュニティの活性化をイメージしました。新施設の南側のホール、講義室、えんがわ（廊下）と敷地
前面に大きく広がる前庭を使った新たな活動に関する具体的な検討を今後皆さんと行っていきたいと考えて
います。

全体配置図等は
こちら

施設の全体図

①②
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①全体の進捗状況

②会議室の数・広さ・仕様

庁舎改築周辺整備事業基本設計の進捗
　昨年４月より、住民の皆さんや職員の声を聴きながら進めている新施設について、３月末の基本設計の策定に
向けて設計案が概ねまとまってきました。
　今回のお知らせでは①全体の検討課題の進捗の状況、②会議室の数や仕様などのまとめ表を掲載します。ま
た、設計と並行して新施設の使い方や設備、運営方針などの検討は今後も続けていきますが、「どのような施設
になっていくのか」「これまでの公民館活動がどこでどのように続けられるのか」など、より具体的に皆さんと
対話ができるよう、現時点での施設イメージをスケッチで表しました。（右記イメージ図）

項　目 基本計画（R7.3）策定時点 基本設計（R7.12）進捗段階 備　　考

全体面積 約9,000m² 約8,500m² 
現時点で約500m²縮減

必要な機能や面積を確保しつつ、
議会エリア及び廊下等の縮減によ
り全体面積を縮小

事業費
総事業費
120億円～125億円

（内、建設費等は物価上昇を想定）

同左
３月上旬には概算事業費を公表
予定

基本計画の事業費を基準としなが
ら内容を精査中

太陽光
 （創エネ）

将来設置もしくは景観に配慮し
た太陽光パネルを設置

同左 
３月上旬には設置方針を
公表予定

太陽光パネルの新技術の将来性を
見据える計画とするか検討中

駐車場 敷地北側に配置する計画であっ
たが、詳細は未検討

目的によって駐車場を選択でき
るよう、配置を検討

思いやり駐車場には屋根を設置
し、雨天や降雪時に安全に乗降で
きるよう位置や台数を精査中

出入口 敷地の高低差を生かして２階を
メインの出入口として設定

ロータリーの位置を動かし、メ
インの出入口を１階へ変更

ユニバーサルデザインを強く意識
し、全体の導線計画やエレベー
ターの配置について精査中

浸水想定

新施設の位置を北側に位置させ、
現庁舎より安全な位置とするが、
洪水ハザードマップ50㎝の範囲
内については、対応を検討

敷地南側から発生する掘削土を
活用し、北側敷地の地盤レベル
を50㎝上げる

掘削土の有効活用は、コスト削減
効果にも期待できる

項　目
旧施設

（現庁舎・中央公民館・
木もれ陽の里）

新施設
（新庁舎・交流センター） 備　　考

会議室の数
公民館会議室　　　　４室
庁舎会議室　　　　　11室
木もれ陽の里会議室　１室

交流センター専用　６室
庁舎専用　　　　　８室
共用会議室　　　　６室

職員や公民館利用者のデータから過不足が
ないよう数を設定
会議室のほか、相談室や相談ブースなどを
複数設置

会議室の広さ
（最大面積）

公民館講義室　　　147㎡
役場第３・４会議室　133㎡

交流センター講義室
　　　　　　　　186㎡
庁舎専用会議室　115㎡
共用会議室　　　134㎡

大規模な会議に対応できる諸室が複数ある
うえ、交流センター講義室はこれまでの講
義室よりも一回り大きく、えんがわ（廊
下）や外との連携利用により、利用の幅が
広がる

音の出せる
部屋（防音）

の種類

大講堂
（２重扉を閉めた場合のみ）

ホール
練習スタジオ
控室
※役場閉庁時には、講義室
　等も活用可能

部屋の大小はあるが、3室同時に音がだせ
る仕様
完全な防音ではなく、庁舎機能を阻害しな
い程度の遮音性を担保
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受付期間　１月16日㈮から２月９日㈪まで
　　　　　平日８時30分から17時まで
　　　　　※軽井沢町公式LINEからの予約は２月13日㈮まで

いずれかの方法で予約をしてください。
●町公式ＬＩＮＥでの予約　
　軽井沢町公式LINEのリッチメニューから予約申し込みできます。

　　友だち登録していない方　　　　　　　　　友だち登録している方
　　　ＱＲコードで登録　　　　　　　　　　　▶各種申請・予約
　　ホーム　　　　　　　　　　　　　　　　　▶予約
　　▶友だち追加　　　　　　　　　　　　　　▶確定申告予約　　　
　　▶ＱＲコード読み取り

●窓口予約　税務課②番窓口にある「確定申告相談会仮予約受付票」を記入
　　　　　　し提出してください。

●電話予約　税務課　町民税係　 45-8514　に連絡してください。

　窓口予約・電話予約の場合は後日発送する「予約決定通知」にて決定日を
　連絡します。予約状況によっては、希望に添えない場合があります。

相談時間　午前の部　９時から11時30分まで（受付８時30分から11時まで）
　　　　　午後の部　13時15分から16時30分まで（受付13時から16時まで）

【問い合わせ】　町県民税に関すること　税務課　町民税係　 45-8514
　　　　　　　所得税に関すること　　佐久税務署　　　　 0267-67-3460

事前予約の方法

申告相談の日程

国税庁ホームページで所得税の確定申告書の作成ができます
　自宅のパソコンから国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」で申告書を作成・印刷できます。印刷
したものは税務署へ郵送していただくか、税務課②番窓口（申告期間中のみ）へ
提出してください。
　またe-Tax（イータックス）を利用して提出することもできます。
　詳しくは、国税庁ホームページまたは佐久税務署へ問い合わせてください。

国税庁ホームページ

日　付 午前の部　　　午後の部

３月

１日㈰ 休　　日
２日㈪

申告相談日
３日㈫
４日㈬
５日㈭
６日㈮
７日㈯ 休　　日
８日㈰ 休　　日
９日㈪

申告相談日
10日㈫
11日㈬
12日㈭
13日㈮
14日㈯ 休　　日
15日㈰ 休　　日
16日㈪ 申告相談日

日　付 午前の部　　　午後の部

２月

16日㈪

申告相談日
17日㈫
18日㈬
19日㈭
20日㈮
21日㈯ 休　　日
22日㈰ 休　　日
23日㈪ 振替休日
24日㈫

申告相談日25日㈬
26日㈭
27日㈮
28日㈯ 休　　日

LINE画面イメージ
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▶所得税の確定申告　
　次に該当し、所得税が発生する方は確定申告が必要です。
　◦給与収入のみで年末調整していない方　
　◦営業・農業・不動産等の所得がある方
　◦年末調整した給与以外に20万円を超える所得がある方

▶佐久税務署での申告　
　次に該当する方は、書類審査等があるため、佐久税務署で確定申告をお願いします。
　◦譲渡所得がある方（株、土地、建物の売却などで申告が必要な方）◦仮想通貨、FX、J-REIT等がある方
　◦青色申告の方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◦損益通算を必要とする方
　◦令和７年分から初めて住宅借入金等特別控除を受ける方　　　　　◦税務署から申告案内状が郵送された方
　◦個人事業者に係る消費税および地方消費税の申告が必要な方　　　◦過年度の申告をする方
　◦準確定申告（亡くなった方の申告）をする方
　※「佐久税務署から確定申告のお知らせ」をご覧ください。

▶町県民税の申告
　令和８年１月１日現在、軽井沢町内に住所がある方は町県民税の申告が必要です。
　eLTAXからマイナポータルを用いて電子申告が可能になりました。
　詳しくは、右記の二次元コードをご覧ください。
　（一例）◦令和７年中収入がなかった方
　　　　　◦町外に居住している親族などの扶養になっている方
　　　　　◦遺族年金や障害年金などの非課税年金のみを受給している方（その他に収入がない方）等

と　き　２月16日㈪から３月16日㈪まで
　　　  （土曜日・日曜日・祝日は除く）

ところ　役場　１階　第１会議室（申告会場）
　　　　　　　　　　第２会議室（待合室）
※申告相談は事前予約制です。

所得税の確定申告・町県民税の申告相談

申告が必要な方

個人住民税申告の電子化に係る
特設ページ

申告相談に必要なもの

▶共通してお持ちいただくもの
　□ 本人確認書類（マイナンバーカードや運転免許証等）
　□ 本人名義の振込口座がわかるもの（所得税が還付となる場合に必要）
　□ 利用者識別番号（ID・パスワード）のわかる書類　※確定申告が必要な方

▶申告内容に合わせてお持ちいただくもの（一例）
　□ 給与、年金等の源泉徴収票
　□ 収支内訳書（営業・農業・不動産所得がある方）　　自宅で作成し、持参してください。
　□ 医療費控除の明細書（医療費控除を受ける方）
　□ 国民年金、生命保険などの各所得控除証明書
　□ 身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育手帳等
　□ 寄付金控除の対象となる団体へ寄付した際の領収書等
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固定資産税　償却資産の申告はお早めに

スマホ申告説明会 ～マイナンバーカードでe-Tax～

給与支払報告書の提出は忘れずに

償却資産の申告期限　２月２日㈪まで

提出期限　２月２日㈪

　企業や個人事業主の方が、その事業を行ううえで所有する機械や備品などの資産のことを「償却資産」といい
ます。
　この償却資産は、固定資産税の課税対象となり、償却資産の所有者は、毎年１月１日現在の資産の状況を２月
２日までに資産の所在する市町村に申告する義務があります。
　申告義務がある方で申告書が届いていない場合や取り扱いについて不明な点がありましたら、問い合わせてく
ださい。
　また、償却資産の申告はｅＬＴＡＸ（地方税ポータルシステム）からの電子申請が利用できます。ペーパーレ
ス化にもつながりますので、ｅＬＴＡＸの活用もご検討ください。

と　き　２月２日㈪　９時30分から11時30分まで（定員25名）
　　　　　　　　　　13時から15時まで（定員25名）
ところ　中央公民館　講義室
対象者　給与所得者および雑所得者（公的年金のみ）
持ち物　・使用しているスマートフォン
　　　　・マイナンバーカードおよび設定したパスワード2種類
　　　　 （数字４桁のもの・英数字６桁以上のもの）
　　　　・申告に必要な書類（収入や控除に関する書類）
　　　　例：給与や年金の源泉徴収票、生命保険料等の控除証明書など

【問い合わせ・申込先】　税務課　町民税係　 45-8514

　給与支払者は、昨年１月から12月までに支払った給与の金額等について、従業員ごとに「給与支払報告書」
を作成し、令和８年１月１日現在、給与受給者の住所がある市町村へ期限までに提出してください。
　年の中途で就職した方で、以前勤めていた会社分の給与を合算しているときは、摘要欄にその旨を明記してく
ださい。
　給与に係る町県民税は原則として、特別徴収することとなっておりますが、普通徴収切替理由に該当し特別徴
収ができない方については、切替理由書をつけ、摘要欄に該当符号を記入して提出してください。
　また、従業員の人数や事業所の名称、所在地、連絡先等を記入した「総括表」を添付してください。

●申告の対象となる償却資産
① 構築物（駐車場、植栽、看板等）
② 機械および装置（工作機械、印刷機械等）※家庭用以外の太陽光発電設備も含む
③ 船舶
④ 航空機
⑤ 車両および運搬具（台車、大型特殊自動車等）
⑥ 工具、器具および備品（ロッカー、パソコン、厨房機器等）

【問い合わせ】　税務課　町民税係　 45-8514

【問い合わせ】　税務課　資産税係　 45-8514
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佐久税務署から確定申告のお知らせ
▶１月５日㈪から２月13日㈮まで
　　佐久税務署内に確定申告会場はありませんので、自宅でスマホ申告等をご検討下さい。

　申告相談は、国税庁ホームページ「タックスアンサー」や「チャットボット（ふたば）」を利用してくだ
さい。

　【電話相談】　国税相談専用ダイヤル　 0570-00-5901

▶２月13日㈮以前
　所得税・個人消費税・贈与税の申告相談のため来署を希望される場合は、事前に相談日時等を電話で予約し
てください。予約なくお越しいただいても対応できません。

　【問い合わせ】　佐久税務署　 0267-67-3460

▶２月16日㈪から３月16日㈪まで　（土曜日・日曜日・祝日は除く）
　確定申告期間中に、来署する方は、入場整理券が必要です。当日発行の入場整理券数に限りがありますので、
国税庁ＬＩＮＥ公式アカウントを通じての事前発行をご利用ください。
　確定申告会場は、マイナンバーカード方式によるスマホ申告を行っています。

　【来署する際にご持参いただくもの】
　・使用しているスマートフォン
　・マイナンバーカードおよび設定したパスワード２種類（数字４桁のもの・英数字６桁以上のもの）
　・申告に必要な書類（収入や控除に関する書類）
　　例：給与や年金の源泉徴収票、生命保険料等の控除証明書など

令和７年度  町等職員随時追加募集
職　　種 資格要件 受付期間 問い合わせ

会
計
年
度
任
用
職
員

内科医師・薬剤師（正規職員）
薬剤師（会計年度任用職員） 医師免許・薬剤師免許を有する方 随時 軽井沢病院

45-5111

保　育　士 保育士の資格を有する方

毎月12日まで
（休日の場合は翌平日）

こども教育課
児童係
45-8672児童厚生員

下記のいずれかの免許・資格を有す
る方
・保育士　　・社会福祉士
・幼稚園、小、中、高等学校教員
　免許状を有する方　等

学校講師
（教諭に準ずる職務に従事する者） 小学校または中学校教員免許状を有

する方

毎月末日まで
（休日の場合は翌平日）

こども教育課
学校教育係

45-8672

Ｔ・Ｔ（チームティーチング）講師

特別支援教育支援員 教員免許状を有する方または指導に
必要な経験または知識を有する方

医療的ケア児支援員 看護師資格を有する方

※各職種の詳細については、問い合わせてください。
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令和８年度 みなまちサポート事業の募集を開始

まちづくり共創構築事業
理想の軽井沢町を描く第２回「対話の場」

を開催しました

　住民の皆さんが主体となって取り組むまちづくり活動を支援し、活動団体の自立を図るため、令和８年度
「みんなの力でつくるまち」活動支援事業（通称：みなまちサポート）を募集します。

　令和７年11月16日に開催した第２回対話の場では、テーマごとに４から６人
グループに分かれワークショップを行い、参加者から多様な意見が出されました。
　詳細については、町ホームページをご覧ください。

※対象活動および団体については上記の他にも要件がありますので、問い合わせてください。
※来年度の予算編成の状況により、内容が変更となる場合があります。

【問い合わせ】　総合政策課　まちづくり推進室　 45-2500

対象活動 ・地域の課題解決や活性化のために、住民が主体となって町内で行うまちづくり活動
・町から他の補助金および委託を受けていない事業で令和９年３月31日までに完了する事業

対象団体
・住民５名以上で構成する団体
　※住民とは…町民（住所を有する方）、別荘所有者、滞在者、町内就業者および通学者
・政治活動、宗教活動および営利活動を目的としない団体

補助金額 ・事業費（対象経費）の２分の１以内（上限25万円）
　例：50万円の事業実施の場合→補助金25万円以内を交付

募集期間 ・１月５日㈪から１月30日㈮まで

提出書類

⑴ 軽井沢町「みんなの力でつくるまち」活動支援事業計画書
⑵ 団体調書
⑶ 構成員名簿
⑷ 活動要件チェックシート
⑸ SDGsチェックシート
⑹ 団体の規約または会則
⑺ 令和６年度決算書および令和７年度予算書（活動実績のある団体のみ）
※⑴～⑸の様式については、役場総合政策課まちづくり推進室で配付する他、
　町ホームページからもダウンロードできます。

提 出 先 役場２階　総合政策課　まちづくり推進室
（郵送で提出される場合は、１月30日㈮必着となります。）　

町ホームページ
まちづくり活動の支援

町ホームページ
共創まちづくり
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し
て
利
用
で
き
る
仕
組
み
の

こ
と
で
す
。

　

正
式
名
称
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用
」
で
す
。

《
仕
組
み
》

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
健
康
保

険
証
の
情
報
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
登
録

す
る
と
、
病
院
や
薬
局
の
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
に
か
ざ
す
だ
け
で
、
健
康

保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
仕
組
み

で
す
。

《
メ
リ
ッ
ト
》

・
病
院
や
薬
局
の
窓
口
で
、
マ
イ
ナ

保
険
証
を
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
か

ざ
す
だ
け
で
、
本
人
確
認
が
で
き

ま
す
。

・
最
新
の
保
険
資
格
情
報
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
迅
速
に
確
認
で
き
ま
す
。

・
本
人
が
同
意
す
れ
ば
、
薬
剤
情
報

や
特
定
健
診
情
報
を
医
師
が
確
認

で
き
る
た
め
、
よ
り
適
切
な
診
療

に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
自

動
で
適
用
さ
れ
る
た
め
、
限
度
額

を
超
え
る
一
時
的
な
支
払
い
が
不

要
に
な
り
ま
す
。

　
日
本
国
内
に
居
住
し
、
厚
生
年
金

等
加
入
者
以
外
の
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
方
は
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者

と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
の
場

合
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
が
受
給

で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
書

で
納
め
て
い
る
方
へ

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
書
だ

け
で
な
く
、
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
ま
と
め
て
前
払
い
（
前
納
）
す
る

と
割
引
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
前
納
す

る
期
間
が
長
い
ほ
ど
割
引
額
が
増

え
、
よ
り
お
得
に
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

○
手
続
き
方
法

　
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
を

希
望
す
る
方
は
、「
国
民
年
金
保
険
料

口
座
振
替
納
付
申
出
書
」
ま
た
は
、

「
国
民
年
金
保
険
料
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
申
出
書
」
を
お
近
く
の

年
金
事
務
所
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

・
令
和
３
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告

以
降
、
医
療
費
控
除
の
手
続
に
お

い
て
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ

て
医
療
費
通
知
情
報
を
自
動
入
力

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

《
利
用
申
込
方
法
》

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保

険
証
と
し
て
利
用
す
る
に
は
、
事
前

の
申
込
が
必
要
で
す
。

　
申
込
は
、
次
の
方
法
で
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◦
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

◦
セ
ブ
ン
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ

◦
病
院
や
薬
局
の
顔
認
証
付
き
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー

◦
住
民
課
（
③
番
窓
口
）

【
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課　
保
険
年
金
係

　
　
　

45‐８
５
４
０

口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付
を
希
望
す
る
方
は

○
申
込
み
期
限

・
ま
と
め
て
前
払
い(

前
納)

の
場
合

　
「
6
か
月
前
納
（
4
月
～
９
月
）

（
10
月
～
翌
年
3
月
）」

　
「
1
年
前
納（
4
月
～
翌
年
3
月
）」

　
「
2
年
前
納（
4
月
～
翌
々
年
3
月
）」

…
令
和
8
年
2
月
28
日
ま
で
に
申
し

込
み
し
て
く
だ
さ
い
。（
必
着
）

・
毎
月
納
付
の
場
合

　
「
早
割
（
口
座
振
替
の
み
）」

　
い
つ
で
も
申
込
み
が
で
き
、
申
込

み
の
１
、
２
か
月
後
か
ら
の
開
始
と

な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

小
諸
年
金
事
務
所

０
２
６
７‐22‐１
４
８
２

広  

告

広

　告
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　例年、１月から２月は予約が多くなりますので、早めに予約してください。
　がん検診によっては２年に１度または５年に１度しか受けられないものもありますので、対象の方はこの機会
を逃さず、がん検診を受けましょう。

　対象の方（20歳以上74歳以下）には、令和７年３月に受診券を発送しています。それ以降に転
入された方や、受診券を持っていない方については下記の保健センターまで問い合わせてください。
　詳しくは保健事業ガイド、もしくは町ホームページをご覧ください。

～がん検診をまだ受けていない方へ～
今年度のがん検診は ３月末 で終了します!

検診項目
対象年齢

受診券 実施医療機関

子宮頸がん検診 20歳以上の偶数年齢女性

必要

・軽井沢病院
・下村クリニック軽井沢
・浅間総合病院
・増田医院
・その他の医療機関

（市町村相互乗り入れ制度に
加入している長野県内の医療
機関）

乳がん検診

マンモ
グラフィ 40歳以上の偶数年齢女性

超音波 20歳以上38歳以下の偶数年齢女性

胃がん検診
胃カメラ 40歳以上の偶数年齢

（バリウムは74歳まで）

UENO CLINIC、軽井沢病院
下村クリニック軽井沢

バリウム
軽井沢病院

肺がん検診
ＣＴ 40歳以上で５歳ごとの年齢

レントゲン 40歳以上

不要

UENO CLINIC、軽井沢病院
下村クリニック軽井沢

大腸がん検診 40歳以上
UENO CLINIC、軽井沢病院
木戸内科医院、坂口医院
下村クリニック軽井沢

肝炎ウイルス検診 40歳以上で
今まで検診を受けたことがない方

軽井沢病院
前立腺がん検診

50歳以上の男性または40歳以上
49歳以下の男性のうち前立腺がん
を罹患した血縁者がいる方

【問い合わせ】　保健福祉課　保健センター　 45-8549

令和８年３月31日現在

町ホームページ
がん検診一覧

農
地
の
貸
借
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？

　
農
地
中
間
管
理
機
構
（
農
地
バ
ン

ク
）
を
通
じ
た
農
地
の
貸
し
借
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
農
地
バ
ン
ク
を
介
す
る
こ
と
で
、

契
約
手
続
き
や
賃
料
の
支
払
い
な
ど

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
安
心
し
て
農

地
の
貸
し
借
り
が
で
き
ま
す
。

　
今
後
、
農
地
の
貸
し
借
り
を
お
考

え
の
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

観
光
経
済
課　
農
林
振
興
係

　

45‐８
５
７
９

広  

告

軽
井
沢
町
振
興
公
社

　
　
　
　
臨
時
職
員
募
集

     　
（
令
和
８
年
４
月
採
用
）

職　
　
種　
施
設
管
理
業
務

募
集
人
員　
若
干
名

採
用
期
間　
１
年
（
更
新
あ
り
）

勤
務
場
所　
風
越
公
園
・

　
　
　
　
　
さ
わ
や
か
ハ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
（
軽
井
沢
駅
）

募
集
期
間　
１
月 

５
日
㈪
か
ら

　
　
　
　
　
１
月
23
日
㈮
ま
で

　
詳
し
く
は
、
受
験
案
内（
軽
井
沢

町
振
興
公
社
に
て
配
布
）ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

48‐３
８
０
０
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特定健診結果説明会（40歳～74歳）・いきいき健診結果説明会（75歳以上）

　年に一度の健康チェック。健康診断（健診）申し込みの締め切りが近づいています。
　健診は、自分の「体の変化」を知る大切な機会です。普段は気づきにくい体の不調を早期に発見することで、将
来の大きな病気を防げる可能性が高まります。今年も忘れずに受診して、健康づくりに役立てましょう。

住民課保険年金係に申し込みをしてください（締め切り：２月13日㈮）
健診に必要な「受診券」と「問診票」が届きます。

医療機関で健診予約をしてください（締め切り：３月末まで）
ただし、軽井沢病院は２月27日㈮までです。
健診後は保健指導で結果をしっかり理解しましょう
健診結果だけで、何をどう改善したらいいか分からない方は、健診説明会に参加してください。

「今の体の状態」「 気をつけたい生活習慣」「今日からできる改善ポイント」などを説明します。
予約方法は、健診結果に同封のハガキを返送するか、下記へ連絡をしてください。

健康診断と保健指導で、健康寿命をのばしましょう!

【問い合わせ】　住民課　保険年金係　 45-8540

特
定
結
果
説
明
会

と　　き 指導方法 内容 場　　所
１月９日㈮ 13時30分から14時45分まで 集団 減塩 中央公民館　講義室
１月22日㈭ 13時30分から14時45分まで 集団 運動

木もれ陽の里　保健センター１月30日㈮ 　　 15時から15時30分まで 個別相談
２月13日㈮ ９時30分から12時まで   　 個別相談
２月19日㈭ ９時30分から12時まで   　 個別相談 中央公民館　講義室
３月９日㈪ 13時30分から14時45分まで 集団 運動

木もれ陽の里　保健センター
３月12日㈭ 13時30分から15時30分まで 個別相談

いきいき
結果説明会
75歳以上

と　　き 場　　所
１月21日㈬ １０時から１１時３０分まで

中央公民館　講義室
２月６日㈮ １０時から１１時３０分まで
２月25日㈬ １４時から１５時３０分まで
３月２日㈪ １０時から１１時３０分まで

と　　　　き　1月10日㈯・11日㈰　９時から16時まで
と　　こ　　ろ　軽井沢発地市庭
イベント内容　軽井沢産コーンスープの振る舞い、つきたてお餅の振る舞い、きのこの特価販売、
　　　　　　　精肉新春セールなどのイベントを開催します。多くの皆さんの来場をお待ちしています。
　　　　　　　※詳しくは、軽井沢発地市庭ホームページをご覧ください。

【問い合わせ】   軽井沢発地市庭　 45-0037　　観光経済課　農林振興係　 45-8579

軽井沢発地市庭「グランフェスタ2026冬 新春福の市」

軽井沢発地市庭
ホームページ

ステップ１

ステップ２

ステップ３

環境クイズ　答え合わせ＆解説　～12月分～
　町で発行している「かんきょう家計簿」内のクイズの答えを掲載します。
Q 太陽光、風力、水力、地熱、バイオマスなどからつくられるエネルギーのことを何と呼ぶでしょう。
　 ①グリーンエネルギー　②ナチュラルエネルギー　③ショートエネルギー

答えは ①グリーンエネルギー です。グリーンエネルギーは、一般的に再生可能エネルギーと同じ意味として用
いられている環境関連の用語です。生産の段階でCO₂を排出しないため、地球温暖化対策に欠かせません。
町ホームページトップページから

「くらし・手続き」→「ごみ・環境・動物」→「地球温暖化・省エネ」→「かんきょう家計簿のモニター募集」

町ホームページ
かんきょう家計簿モニター募集

【問い合わせ】　環境課　環境政策係　 45-8556
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広
告
媒
体
の
概
要

　

令
和
８
年
度
に
作
製
す
る
「
可

燃
ご
み
用
」・「
不
燃
ご
み
用
」・「
容

器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
用
」
の
袋

に
そ
れ
ぞ
れ
２
枠
（
合
計
６
枠
）

作
製
予
定
枚
数

可
燃
ご
み
用　
　
　
１
９
４
万
枚

不
燃
ご
み
用　
　
　
　
　
55
万
枚

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
55
万
枚

　
地
域
経
済
の
活
性
化
と
自
主
財
源
確
保
の
た
め
、
ご
み
指
定
袋
へ

の
広
告
掲
載
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

掲
載
料

可
燃
ご
み
用　
　
　
　
　
25
万
円

不
燃
ご
み
用　
（
２
枠
）
26
万
円

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
万
円

募
集
期
間

　
１
月
13
日
㈫
か
ら
20
日
㈫
ま
で

　
規
格
等
の
詳
し
い
内
容
は
、
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

環
境
課　
衛
生
係

　

45‐８
５
５
６

ご
み
指
定
袋
へ
の

　
有
料
広
告
掲
載
を
募
集
し
ま
す

軽井沢町野生動物対策報告会を開催します

クマ等との遭遇を予防するためやぶの刈り払いを実施しました

　町が実施している野生動物対策事業の内容を報告し、野生動物対策の現状と、鳥獣被害の自己防除を行う際の参考
としていただくことを目的として、軽井沢町野生動物対策報告会を開催します。
　ベアドッグ（クマ対策犬）とのふれあいコーナー、猟友会が設置しているワナの体験コーナー、動物キーホルダー
制作コーナー（要材料費）等もありますので、皆さんの来場をお待ちしています。

と　き　１月24日㈯　13時30分から15時30分まで
ところ　中央公民館　大講堂（２階）
内　容　13時30分から　・野生動物対策実施団体からの報告（ツキノワグマ、アライグマ、ハクビシン、
　　　　　　　　　　　　　アメリカミンク、ニホンジカ、イノシシ、ニホンザルについて）
　　　　14時30分から　・軽井沢町猟友会のワナの体験　・ベアドッグとの触れ合い
　　　　　　　　　　　　・動物キーホルダー等制作（材料費700円。数に限りがあります。）

【問い合わせ】　環境課　野生鳥獣対策係　 ４５-８５５６

広告掲載欄

広告掲載欄

　町では９月から11月まで、県の市町村森林整備支援事業補助金を活用して、千ヶ滝西区で緩衝帯整備事業を実
施しました。
　この事業は、クマ等が出没しやすい見通しの悪い道路脇のやぶを解消し、見通しを良くすることで、野生動物の
潜む場所がなくなり出没が抑えられるなど、突発的な遭遇を防ぐことを目的としています。

整備前 整備後

奥まで見通せるようになりました
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だ
さ
い
。

　
も
し
「
人
に
合
わ
せ
す
ぎ
て
い
る
」

「
自
分
に
無
理
を
し
て
い
る
」
と
気
づ

い
た
ら
、
ま
ず
は 

小
さ
な
『
Ｎ
Ｏ
』

を
言
っ
て
み
る
練
習 

か
ら
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

助
産
師
相
談
外
来
で
は
、
ど
ん
な

お
悩
み
で
も
安
心
し
て
お
話
し
い
た

だ
け
ま
す
。

と　
き
（
い
ず
れ
も
予
約
制
）

▪
婦
人
科
外
来
・
妊
婦
健
診

　
　
毎
週　
月
曜
日
・
金
曜
日

▪
助
産
師
相
談
外
来

　
　
毎
週　
木
曜
日

　
　
　
相
談
時
間　
一
人 

30
分

と
こ
ろ

　
　
軽
井
沢
病
院
３
階

　
　
　
　
　
　
産
婦
人
科
外
来

※
助
産
師
相
談
外
来
で
は
、
ど
の
年

代
の
方
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
病
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
】

軽
井
沢
病
院　

45‐５
１
１
１ 

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
、
軽
井
沢
病
院
の
運
営
に

対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
支
援
と
ご
理

解
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
本
町
を

訪
れ
る
多
く
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
、

私
た
ち
は
新
し
い
年
を
無
事
に
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
わ
が
国

の
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
動
し
続
け
ま
し
た
。
人
口
減
少
と
高

齢
化
は
全
国
的
に
加
速
し
、特
に
医
療・

介
護
の
人
材
不
足
は
深
刻
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
物
価
高
騰
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
は
、
医
療
機
関
の

経
営
や
地
域
住
民
の
生
活
に
少
な
か

ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
自
然

災
害
も
多
く
、
大
企
業
へ
の
サ
イ
バ
ー

攻
撃
な
ど
も
話
題
と
な
り
、
社
会
全
体

で
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の
重

要
性
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、

観
光
需
要
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
回
復

に
よ
り
、
軽
井
沢
町
に
は
再
び
多
く
の

方
が
訪
れ
、
町
と
し
て
の
活
力
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
社
会
変
動
の
中
で
、
医
療

が
果
た
す
べ
き
役
割
は
年
々
大
き
く
、

複
雑
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
５

年
に
は
、
つ
い
に
団
塊
の
世
代
が
後
期

高
齢
者
と
な
り
、
医
療
・
介
護
の
需
要

が
急
激
に
増
大
す
る
「
２
０
２
５
年
問

題
」
の
年
が
つ
い
に
到
来
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
２
０
４
０
年
を
展
望
す
る
と
、

人
口
構
造
は
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
姿
へ
と
変
化
し
、
医
療
の

提
供
体
制
そ
の
も
の
が
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
ま
す
。
公
立
病
院
と
し
て

地
域
の
皆
さ
ま
の
命
を
守
る
当
院
は
、

こ
の
変
化
を
真
正
面
か
ら
受
け
止
め
、

地
域
包
括
ケ
ア
の
中
心
と
し
て
、
急
性

期
か
ら
慢
性
期
、
在
宅
医
療
、
介
護
と

の
連
携
ま
で
切
れ
目
な
く
支
え
る
体

制
づ
く
り
に
向
け
て
、
院
内
組
織
改
革

（
総
合
診
療
を
中
心
と
し
た
診
療
体
制

の
構
築
）
や
行
政
・
他
医
療
機
関
と
の

連
携
強
化
を
本
年
も
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
昨
年
に
は
、
国
が
推
進
す
る
「
医
療

Ｄ
Ｘ
」
が
新
た
な
段
階
に
入
り
、
電

子
カ
ル
テ
情
報
の
共
有
化
、
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
の
活
用
、
診
療
報
酬
改

定
に
伴
う
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
な
ど
、

医
療
の
在
り
方
が
大
き
く
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
当
院
で
も
こ
れ
ら
の
流

れ
を
踏
ま
え
、
医
療
の
質
と
安
全
性
の

向
上
、
職
員
の
働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
向
け
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
や
業
務

効
率
化
の
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
限
ら
れ
た
人
材
を
最
大
限
に

生
か
す
た
め
、
効
率
化
と
専
門
性
の
向

上
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
、
住
民
の
皆

さ
ま
に
と
っ
て
“
信
頼
さ
れ
、
安
心
で

き
る
”
医
療
の
提
供
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
総
合
診
療
科
に
複
数

の
外
部
組
織
か
ら
医
師
派
遣
を
受
け
、

新
た
な
風
が
当
院
に
も
た
ら
さ
れ
ま

し
た
。
異
な
る
理
念
や
文
化
を
持
つ
組

織
が
混
じ
り
合
う
こ
と
は
、
時
に
調
整

を
要
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
私
は

こ
の
状
況
を
「
既
存
の
概
念
か
ら
脱

皮
し
、
新
し
い
病
院
づ
く
り
の
好
機
」

と
捉
え
て
お
り
ま
す
。
多
様
性
の
中
に

こ
そ
革
新
の
種
が
あ
り
、
異
な
る
視
点

を
尊
重
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
根
差
し

た
よ
り
良
い
医
療
が
育
ま
れ
る
と
信

じ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
多
様
性
を
受

け
入
れ
、
互
い
に
学
び
合
う
文
化
を
さ

ら
に
醸
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
軽
井
沢
町
は
、
四
季
折
々
の
自
然
と

文
化
が
調
和
し
、
多
様
な
背
景
を
持

つ
人
々
が
集
う
と
い
う
独
自
の
魅
力

を
備
え
た
地
域
で
す
。
こ
の
地
域
で
暮

ら
す
皆
さ
ま
が
、
年
齢
や
健
康
状
態

に
関
わ
ら
ず
安
心
し
て
生
活
を
続
け

ら
れ
る
町
こ
そ
、
私
た
ち
の
目
指
す
理

想
で
す
。
そ
の
理
想
境
実
現
に
向
け
、

病
院
と
し
て
果
た
す
べ
き
役
割
は
大

き
く
、
責
任
は
重
大
で
す
。
本
年
も
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
誠
意
を
持
っ
て

医
療
に
向
き
合
い
、
皆
さ
ま
の
健
康
と

暮
ら
し
を
し
っ
か
り
と
支
え
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
皆
さ

ま
に
と
っ
て
健
や
か
で
希
望
に
満
ち

た
一
年
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
引
き
続
き
、
軽
井
沢
病
院
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
8
年　
新
春

軽
井
沢
町
国
民
健
康
保
険
軽
井
沢
病
院

院
長　
中
村  

二
郎

　

身
近
な
人
間
関
係
に
疲
れ
て
い
ま

せ
ん
か
？

　
あ
な
た
が
疲
れ
て
し
ま
う
原
因
は
、

も
し
か
す
る
と
「
過
剰
適
応
」
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
社
会
の
中
で
生
き
る
う

え
で
、
自
分
の
役
割
を
担
い
な
が
ら
、

置
か
れ
た
環
境
に
あ
る
程
度
適
応
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

職
場
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
し
す
ぎ

た
り
、
相
手
に
合
わ
せ
す
ぎ
た
り
す

る
と
、「
過
剰
適
応
」
の
状
態
に
な
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

　
「
過
剰
適
応
」
に
な
る
と
、
心
と
体

の
状
態
が
後
回
し
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

体
調
が
悪
い
の
に
出
社
し
て
し
ま

う
、
余
裕
が
な
い
の
に
頼
ま
れ
ご
と

を
引
き
受
け
て
し
ま
う
、
嫌
な
こ
と

を
断
れ
な
い
、
相
手
を
怒
ら
せ
な
い

よ
う
に
過
度
に
気
を
つ
か
う
…
…
。

　

こ
う
し
た
“
無
理
”
が
積
み
重
な

る
と
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
怒
り
が

湧
い
て
き
た
り
、
心
身
の
不
調
に
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
職
場
だ
け
で
な
く
、
家
庭

で
も
同
じ
よ
う
に
起
こ
り
ま
す
。

　
「
母
親
だ
か
ら
」「
夫
だ
か
ら
」
と

い
う
役
割
で
家
族
の
た
め
に
頑
張
り

す
ぎ
て
し
ま
う
と
、「
な
ん
で
私
ば
っ

か
り
！
」
と
い
う
気
持
ち
が
ふ
い
に

湧
い
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

怒
り
や
イ
ラ
イ
ラ
、
心
や
体
の
不

調
を
感
じ
た
と
き
は
、「
い
ま
私
は
過

剰
適
応
し
て
い
な
い
か
な
？
」
と
、

自
分
に
そ
っ
と
問
い
か
け
て
み
て
く

軽
井
沢
病
院
だ
よ
り

《
心
と
体
の
健
康
相
談
室
に
お
話
に
来
ま
せ
ん
か
？
》

軽井沢病院
ホームページ
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一
月
、
冬
眠
し
な
い
動
物
た
ち

は
食
物
探
し
に
必
死
で
す
。
カ
ケ

ス
や
ネ
ズ
ミ
は
、
秋
に
た
め
た
木

の
実
を
掘
り
出
せ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
軽
井
沢
の
町
獣
で

あ
る
ニ
ホ
ン
リ
ス
は
、
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
や
イ
ノ
シ
シ
が
好
む
ど
ん
ぐ

り
よ
り
も
、
ク
ル
ミ
や
マ
ツ
の
実

を
好
む
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
ど

ん
ぐ
り
に
含
ま
れ
る
タ
ン
ニ
ン
を

う
ま
く
分
解
で
き
な
い
か
ら
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
ニ
ホ
ン
リ
ス
は
、
人
に

と
っ
て
有
害
な
ベ
ニ
テ
ン
グ
タ
ケ

と
い
う
キ
ノ
コ
を
日
常
的
に
食
べ

て
い
ま
す
。
ヒ
ト
は
ベ
ニ
テ
ン
グ

タ
ケ
に
含
ま
れ
る
イ
ボ
テ
ン
酸
と

い
う
成
分
を
摂
取
す
る
と
幻
覚
や

錯
乱
を
引
き
起
こ
し
ま
す
が
、
彼

ら
は
解
毒
で
き
る
の
で
す
。
ニ
ホ

ン
リ
ス
は
こ
の
能
力
を
ど
の
よ
う

に
手
に
入
れ
た
の
で
し
ょ
う
？

　
キ
ノ
コ
が
毒
を
も
つ
理
由
と
し

て
、
動
物
に
食
べ
ら
れ
な
い
た
め

と
の
説
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
も

し
か
す
る
と
リ
ス
に
は
食
べ
て
ほ

し
い
？
・
・
・
キ
ノ
コ
に
も
知
ら

れ
ざ
る
事
情
が
あ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

毒
に
な
る
か
は
相
手
次
第

浅間山麓の
仲間たち○

NPO法人ピッキオ
46–3818

269

浅麓Walker
せ ん ろ く ウ ォ ー カ ー

御 代 田 町 ・ 小 諸 市 の イ ベ ン ト 情 報 な ど を お 知 ら せ し ま す

インフォメーションこもろ
https://www.city.komoro.lg.jp/

と　　き　１月25日㈰まで　
開館時間　９時から16時まで
と こ ろ　市立小諸高原美術館・白鳥映雪館
入 館 料　一般 200円　小・中学生 100円
会期中の休館日　１月１日㈭から３日㈯、５日㈪、13日㈫、19日㈪

好評
開催中

会期中のイベントのご案内

【問い合わせ】　市立小諸高原美術館・白鳥映雪館　 26-2070

日本のアートディレクション展 2025
長野ADC展 2025

Guide MIYOTA
https://www.town.miyota.nagano.jp/

　山梨県を中心に、縄文時代をテーマにした絵画展を開催しているなが山
房子氏が描く縄文の世界をお楽しみください。御代田町の川原田遺跡を
テーマにした作品もあります。

「MIYOTAの森マンダラ（一部）」

ギャラリートーク
１月17日㈯　14時から16時まで
トークゲスト：佐々木 俊 氏（グラフィックデザイナー）

冬季企画展
「MIYOTA縄文マンダラ なが山房子展」

と　き　１月10日㈯から２月15日㈰まで
　　　　９時30分から17時まで
　　　 （最終入館は16時30分まで）
ところ　浅間縄文ミュージアム企画展示室（企画展のみ無料）

【問い合わせ】　浅間縄文ミュージアム　 32-8922
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お知らせ  Information 募 募集 知 お知らせ イ イベント

　上下水道の使用者が変わったら届出を
　町営の上下水道を利用の物件で、転居や売買などに
より使用者の名義が変わるときは、届出が必要です。
手続きは上下水道課⑧番窓口、郵送またはインター
ネットで行えます。
　郵送の場合は町ホームページより「水
道使用者等変更届」をダウンロードして
ください。
　インターネットの場合は、町ホーム
ページより「ながの電子申請サービス」
を利用してください。
　引っ越しなどにより送付先住所の変更
をする場合は、電話で手続きができます。
　連絡がない場合、納入通知書が届かず
未納・滞納となってしまう恐れがあるほ
か、漏水の疑いがある際のお知らせが届かず修繕の遅
れにつながり、負担が増えてしまうことがあります。

【問い合わせ】　上下水道課　水道業務係　 45-8657

  水道を止めるときは
　家屋の取り壊しなどにより、水道を止める場合は、
町指定工事店に依頼のうえ、届出が必要です。
　届出がない場合は、使用していなくても基本料金が
かかります。

・水道を休止するとき
　町指定工事店に依頼し、止水栓において止水後、
水道休止届を提出してください。
　休止中のメーターには毎年４月に年一回、メー
ター使用料を請求します。

・水道を廃止するとき
　町指定工事店に依頼し、撤去工事を行い、廃止届
を提出してください。
　止水や撤去にかかる費用について
は、町指定工事店に確認してくださ
い。
　町指定工事店は、町ホームページ
をご覧ください。

【問い合わせ】　上下水道課　水道業務係　 45‐8657

知

知

町営住宅入居者募集
　子育て世帯や住宅に困っている比較的収入の少ない
世帯の方に対し、町営住宅の入居者を募集します。

●受付期間　１月５日㈪から９日㈮まで
●募集団地　一般世帯向け：浅間台団地（１戸）
　　　　　　　　　　　　　風越団地（１戸）

（募集団地は変更になる場合があります。）
　※設備機器、建具は新品ではありません。
●入居資格
　・町内に住所または勤務先のある方で同居あるいは
　　同居しようとする親族（婚約者含む）がいる方
　※60歳以上・犯罪被害者等の方は、単身入居が可能
　　な場合があります。
●必要書類　①入居申込書　②住民票謄本
　　　　　　③所得証明･源泉徴収票等
　　　　　　④納税証明書
　　　　　　⑤給与証明書（勤務年数が１年未満の方）
　　　　　　⑥婚約誓約書（所定様式）　⑦退職証明書
　　　　　　※⑤から⑦までは該当者のみ必要
●抽選会・入居説明会
　　と　き　１月22日㈭　10時から
　　ところ　役場　第６会議室
●入居時期　２月２日㈪　以降指定する日

【申し込み・問い合わせ】　住民課  住民係　 45-8540

募

令和７年度  冬季自衛官等募集案内
●自衛官候補生
　資格　18歳以上33歳未満の方
●１月試験・受付期限　１月21日㈬まで
　試験　１月下旬
●２月試験・受付期限　２月18日㈬まで
　試験　２月下旬
※試験の詳細は、受付時に案内します。
※資格等については、条件により異なります。詳しく

は、自衛官募集ホームページをご覧になるか、問い
合わせてください。

【問い合わせ】  自衛隊長野地方協力本部上田地域事務所
0268-22-5267

知

道路、公共物占用の更新が変わります
　令和７年１月28日に埼玉県八潮市において、下水道管の破損に起因すると考えられる大規模な道路
陥没事故が発生したことを踏まえ、町では令和８年度分の更新から道路、公共物の占用者に対し、占
用物件の安全確認報告書の提出が必要となります。
　更新の対象者には、占用更新許可申請書を郵送しますので、お手元に届きましたら同封の「安全確
認報告書」とあわせて、令和８年２月27日㈮までに地域整備課 道路河川係まで提出してください。

【問い合わせ】　地域整備課  道路河川係　 45-8582

知

町ホームページ
水道工事店

町ホームページ
水道使用向け各種手続き

水道使用者等変更届

町ホームページ
占用
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お知らせ  Information

頭と体の健康教室
　「頭と体の健康教室」に初めて参加する方が対象で
す。楽しく頭と体を動かしましょう。継続して参加す
ることで認知症予防に効果的です。

と　き　１月６日㈫・20日㈫
　　　　いずれも13時30分から14時30分まで
ところ　木もれ陽の里　会議室１　　参加費　無料
持ち物　飲み物、筆記用具　　定　員　10名（要予約）

【申し込み・問い合わせ】　社会福祉協議会　 45-8113

イ

１月
日曜・祝日緊急医

〈診療時間〉
　医科：９時から17時まで
　歯科：９時から12時まで
※緊急医・診療時間については、都合に

より変更になる場合があります。
※小諸地区の緊急医・薬局については、

町ホームページをご覧ください。

町ホームページ
日曜・祝日緊急医

【問い合わせ】
保健福祉課  保健センター　 45-8549

１月 浅麓地区医科 浅麓地区歯科 浅麓地区薬局

１日（木・祝） 軽井沢病院
45-5111

友愛薬局
44-3666

２日㈮ 軽井沢病院
45-5111

友愛薬局
44-3666

３日㈯ 軽井沢西部総合病院
32-4711

マツモトキヨシ軽井沢店
44-3250

４日㈰ 軽井沢西部総合病院
32-4711

桐万薬局
45-5188

11日㈰ 軽井沢西部総合病院
32-4711

高橋薬局
45-5063

12日（月・祝） いけお内科クリニック
45-7328

シンビ堂借宿薬局
46-6280

18日㈰ 軽井沢病院
45-5111

聖清会林歯科診療所
32-3613

シンビ堂御代田薬局
32-8622

25日㈰ 軽井沢西部総合病院
32-4711

アーク調剤薬局
31-5465

　脳いきいき健康サロン
　懐かしい歌を歌いながら脳トレをします。簡単なダ
ンスのふりを覚えて音楽に合わせて一緒に踊りましょ
う。フォークダンスや気功にも取り組みます。

と　き　１月19日㈪　14時から15時まで
ところ　木もれ陽の里　デイサービス食堂
参加費　無料　　持ち物　飲み物
定　員　15名（要予約）

【申し込み・問い合わせ】　社会福祉協議会　 45-8113

イ

保健補導員会主催
リラックスストレッチ教室（予約制）

と　き　１月19日㈪　13時30分から15時30分まで
　　　　受付：13時15分から
ところ　木もれ陽の里　ひまわり
内　容　［冬季限定］リラックスストレッチ
　　　　ポールを使ったストレッチを行います。
持ち物　ウォーキング用シューズ、タオル、飲み物
　　　　ポール（無料で貸し出し有）
申込期限　１月16日㈮まで

【申し込み・問い合わせ】
保健補導員会事務局（保健センター）　 45-8549

イ

オレンジカフェ(認知症カフェ）
　認知症のある方、ご家族の方、認知症に関心のある
方などゆっくり話し、新たな出会いや地域とのつなが
りをつくりましょう。
と　き　１月23日㈮　10時から
ところ　老人福祉センター
内　容　音楽鑑賞　　定　員　15名（要予約）

【申し込み・問い合わせ】
保健福祉課　地域包括支援センター　 45-3269

イ

令和８年度長野県シニア大学佐久学部学生募集!
　シニア大学では、幅広い分野の学習を通して、自分づくりや仲間づくり、地域活動を学びます。
▷入学資格　50歳以上の佐久／上小圏域に在住の方。
▷授業料等　年額１万2,000円、別途教材費や自治会費等がかかります。
▷願書配布・申し込み先　佐久保健福祉事務所福祉課または、町保健福祉課高齢者係
▷申込方法　持参または、郵送。申し込み時に住所・氏名記入の返信用の長３号封筒（110円切手貼付）を提出してください。
▷申込期間　２月２日㈪から３月31日㈫まで
【申し込み・問い合わせ】　佐久保健福祉事務所福祉課　 0267-63-3141　保健福祉課　高齢者係　 44-3333

募
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て子 育 ひ
ろ ばて子11111月月月月1月 育 ひ
ろ ば

内　　容 と　　き 対　象　等

保
健
セ
ン
タ
ー　

45‐８
５
４
９

乳幼児相談（予約制）
妊婦相談も応じます。

７日㈬・22日㈭
９時から12時まで
(計測のみの方は11時30分まで) 

【対　象】０歳から就学前までの乳幼児・妊婦
保健師・栄養士が相談に応じます。
計測のみの方は予約不要です。

１歳６か月児健診
８日㈭
①グループ　13時から
②グループ　14時15分から

【対　象】　令和６年４月11日から６月10日生
グループは案内はがきを確認してください。

９・10か月児健診
９日㈮
①グループ　13時から
②グループ　14時15分から

【対　象】　令和７年２・３月生
グループは案内はがきを確認してください。

３歳児健診
15日㈭
①グループ　12時30分から
②グループ　14時15分から

【対　象】　令和４年11月11日から12月31日生
※事前に案内・キットを送付しますので詳細はそちら
　をご覧ください。

離乳食教室（予約制） 27日㈫
９時30分から11時30分まで

【対　象】　令和７年６・７月生
☆希望者のみです
☆対象月齢でない方も希望する場合は問い合わせてください。

プレママパパクラス
（２回目）

29日㈭
10時から12時まで

（受付　９時50分）
【対　象】　出産予定日が令和８年３月から令和８年
５月の妊婦。パパになる方もぜひ参加してください。

な
な
い
ろ
軽
井
沢

31‐６
７
１
０

発達相談（予約制）
21日㈬
１日３枠（１枠１時間程度）
９時から、10時30分から
13時から

【対　象】
０歳から18歳までの児童およびその保護者

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
る
る
ぱ
る
」　

45‐５
７
４
４

おねんねアート
季節のパネルをバックに写真が撮れます。

７日㈬・20日㈫
10時から12時まで・13時から15時まで 【対　象】　０歳から３歳児向け

リズムあそび
親子で楽しむふれあい遊びをします。

７日㈬・20日㈫
10時30分から10時45分まで
14時から14時15分まで

【対　象】　０歳から３歳児向け

おはなしでてこい ９日㈮・23日㈮
10時30分から10時45分まで 【対　象】　０歳から３歳児向け

作ってあそぼう
「紙皿でコマ」を作ろう。

13日㈫
10時30分から11時まで・14時から14時30分まで 【対　象】　未就学児とその保護者

ハッピーバースデイ
誕生月のお子さんの手形足形をとり、誕生日カードを作ります。

15日㈭
10時から12時まで・13時から15時まで 【対　象】　未就学児とその保護者

子育て講演会（予約制）
「乳歯を守ろう」

27日㈫
10時30分から11時30分まで

【講師】　長野県歯科医師会
【対象】　０歳児から３歳児とその保護者
【申込】　26日㈪まで
※定員10組（事前申し込みが必要です。）

子育てダイヤル
毎週月曜日から土曜日
９時30分から12時まで
13時から16時まで

【対　象】　０歳から３歳児向け
※保健師・保育士・管理栄養士が育児に関する相談に
　応じます。

ぴよぴよベビー相談
毎週火曜・水曜日
９時30分から12時まで・13時から16時まで
毎週木曜日
９時30分から12時まで

【対　象】　０歳から３歳児とその保護者
※助産師が授乳や産後の体調の相談に応じます。

保
育
園

園開放（東保育園）
つくって遊ぼう 13日㈫　10時から11時まで 【対　象】　未就園児　【持ち物】　上履き、水筒

【連絡先】　東保育園　 42-3808

園開放（南保育園）
つくって遊ぼう 19日㈪　10時から11時まで 【対　象】　未就園児　【持ち物】　上履き、水筒

【連絡先】　南保育園　 45-6516

園開放（西保育園）
つくって遊ぼう 27日㈫　10時から11時まで 【対　象】　未就園児　【持ち物】　上履き、水筒

【連絡先】　西保育園　 45-1984

子育て相談
予約受付時間
月曜日から金曜日（祝日除く）
10時から15時まで

相談日については事前に最寄りの保育園で予約してください。
東保育園  42-3808　 南保育園  45-6516
西保育園  45-1984　 中保育園  45-5557
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11
月
の
定
例
教
育
委
員
会
が
19
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
事
務
局
よ
り
次
の
案
件
を
提
出
し
、
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

【
審
議
事
項
】

①
各
種
行
事
へ
の
後
援
等
に
つ
い
て

②
就
学
援
助
に
つ
い
て

　

11
月
分
か
ら
12
月
分
ま
で
の
児
童
扶
養

手
当
が
長
野
県
よ
り
1
月
９
日
㈮
に
振
り

込
ま
れ
ま
す
。

　

今
回
の
振
り
込
み
か
ら
、
８
月
に
実
施

し
た
現
況
届
の
審
査
結
果
が
反
映
さ
れ

ま
す
。

　

受
給
者
の
方
は
入
金
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

こ
ど
も
教
育
課　
児
童
係

45‐８
６
７
２

11
月
定
例
教
育
委
員
会

児
童
扶
養
手
当
を

指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す

Karuizawa Board of Education Newsletter

教 育 委 員 会 だ よ り

　
町
立
小
中
学
校
で
は
、
新
入
学
児
童
・

生
徒
の
受
け
入
れ
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
新
年
度
入
学
予
定
の
児
童
・
生
徒
へ

入
学
通
知
書
を
１
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
。

●
新
入
学
児
童
（
小
学
校
）

　
平
成
31
年（
２
０
１
９
年
）４
月
２
日
か
ら

　
令
和
２
年（
２
０
２
０
年
）４
月
１
日
の
間

　
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

●
新
入
学
生
徒
（
中
学
校
）

　
平
成
25
年（
２
０
１
３
年
）４
月
２
日
か
ら

　
平
成
26
年（
２
０
１
４
年
）４
月
１
日
の
間

　
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

　
　

　
次
の
場
合
は
、
学
校
教
育
係
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

・
１
月
中
に
入
学
通
知
書
が
届
か
な
い

と
き
。

・
転
居
ま
た
は
転
出
の
予
定
が
あ
る
と
き
。

・
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
る
と
き
。

・
指
定
学
校
以
外
に
入
学
予
定
の
と
き
。

　
（
国
立
、
県
立
、
私
立
の
学
校
の
場
合

は
学
校
が
発
行
す
る
入
学
許
可
書
等
と

入
学
通
知
書
を
学
校
教
育
係
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。）

【
問
い
合
わ
せ
】

こ
ど
も
教
育
課　
学
校
教
育
係45‐８

６
７
２ 

令
和
７
年
度

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

結
果
の
公
表

　

令
和
７
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
が
令
和
７
年
４
月
14
日
か
ら
17
日

ま
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
調
査
は
、
義
務
教
育
の
機
会
均
等

と
そ
の
水
準
の
維
持
向
上
の
観
点
か

ら
、
教
科
調
査
（
国
語
、
算
数
・
数

学
、
理
科
）
と
質
問
調
査
が
、
小
学
校

６
年
生
と
中
学
校
３
年
生
を
対
象
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
町
の
小
中
学
校
の
調
査
結
果
概
要

・
小
学
校

　

国
語
の
平
均
正
答
率
は
、
全
国
・
県

平
均
と
ほ
ぼ
同
じ
で
し
た
。
算
数
お
よ

び
理
科
の
平
均
正
答
率
は
、
全
国
・
県

平
均
を
下
回
り
ま
し
た
。

・
中
学
校

　

国
語
の
平
均
正
答
率
は
、
全
国
平
均

と
ほ
ぼ
同
じ
で
し
た
が
、
県
平
均
を
や

や
下
回
り
ま
し
た
。
数
学
の
平
均
正
答

率
は
、
全
国
・
県
平
均
を
下
回
り
ま
し

た
。
理
科
の
身
近
な
自
然
現
象
分
野
で

は
良
さ
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
他
分
野

で
は
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
育

む
た
め
の
指
導
の
充
実
や
学
習
状
況
の

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
的
に

行
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

こ
ど
も
教
育
課　
学
校
教
育
係

45‐８
６
７
２

第
６
回
軽
井
沢
オ
ー
プ
ン

ド
ア
ス
ク
ー
ル（
仮
称
）

設
置
準
備
会
議
を

　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

　

多
様
な
学
び
を
実
践
す
る
新
た
な
学

校
の
創
出
に
向
け
、

学
び
の
多
様
化
学
校

　
（
不
登
校
児
童
へ
の
支
援
）

夜
間
中
学

　
（
中
学
校
未
就
学
者
へ
の
支
援
・

　
　
外
国
籍
の
方
の
ニ
ー
ズ
等
）
や
、

　

現
在
あ
る
学
校
の
さ
ら
な
る
魅
力
化

を
検
討
す
る
「
軽
井
沢
オ
ー
プ
ン
ド
ア

ス
ク
ー
ル
（
仮
称
）
設
置
準
備
会
議
」

第
６
回
目
会
議
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
実
施
し
た
計
５
回
の
協
議

内
容
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ど
な
た
で
も
傍
聴
可
能
で
す
の
で
、

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
１
月
28
日
㈬

　
　
　
　
15
時
か
ら
17
時
ま
で

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館　
講
義
室

　【
問
い
合
わ
せ
】

こ
ど
も
教
育
課

軽
井
沢
高
校
・
教
育
魅
力
化
推
進
係

45‐８
６
７
２

令
和
８
年
度　
町
立
小
中
学
校

　
新
入
学
児
童
・
生
徒
の

　
　
　
　
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
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教 育 委 員 会 だ よ り

中央公民館講座案内
対　象　者 町内在住者または在勤者

申し込み １月６日㈫８時30分より、中央公民館窓口、電話、または二次元コードより申し込んでください。

【申し込み・問い合わせ】　中央公民館　 ４５‐８４４６

○親子体験講座  マジック教室  ～マジックの楽しさを見つけよう～  ブラックサタン先生  定員：10組
と　き ２月14日㈯　10時から12時まで
持ち物 なし
費　用 材料費　１組　500円

令
和
８
年

　
　

二
十
歳
の
集
い

　

二
十
歳
と
い
う
節
目
を
迎

え
、
こ
こ
ま
で
共
に
歩
ん
で

き
た
仲
間
、
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感

謝
い
た
し
ま
す
。
振
り
返
れ

ば
、
日
々
の
選
択
や
経
験
の

ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
、
私
た
ち

と　
き　
１
月
10
日
㈯

　
　
　
　
受
付　
10
時
か
ら
10
時
50
分
ま
で

　
　
　
　
式
典　
11
時
か
ら

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館 

２
階　
大
講
堂

対
象
者　
平
成
17
年
４
月
２
日
生
ま
れ
か
ら

　
　
　
　
平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

【
問
い
合
わ
せ
】　
中
央
公
民
館　

45‐８
４
４
６

～
二
十
歳
の
集
い
を
迎
え
て
～

を
確
か
に
成
長
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
嬉
し
い
時
も
悩
ん
だ
時
も
、

分
か
ち
合
え
る
人
が
い
た
こ
と

が
、
今
の
私
た
ち
を
形
作
っ
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
自
分
で
道
を
選
び
、

責
任
を
持
っ
て
進
ん
で
い
く
時

期
で
す
。

　
迷
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
感
謝
を
忘
れ
ず
、
自
分

ら
し
く
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

実
行
委
員
会
代
表
　
小こ

ば
や
し林  

草そ
う

太た  

さ
ん

こちらからも
申し込みができます

堀
辰
雄
文
学
記
念
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
冬
の
企
画
展
開
催

　
　「
堀ほ

り

辰た

つ

お雄
の
装そ

う
て
い幀

」

　

堀
辰
雄
は
、
代
表
作
「
風
立
ち

ぬ
」
を
は
じ
め
と
す
る
作
品
で
知
ら

れ
る
小
説
家
で
す
が
、
実
は
そ
の

著
作
の
装
幀
（
書
物
の
表
紙
、
見

返
し
、
と
び
ら
な
ど
の
体
裁
を
つ
く

り
外
形
を
整
え
る
こ
と
）
を
い
く

つ
も
手
が
け
て
い
ま
す
。
今
回
の
展

示
で
は
、
本
の
装
幀
に
着
目
し
て
、

堀
辰
雄
が
装
幀
を
手
が
け
た
貴
重

書
や
、
造
本
を
め
ぐ
る
同
時
代
の

評
論
、
書
簡
等
を
紹
介
し
ま
す
。

と　
き　
１
月
8
日
㈭
か
ら

　
　
　
　
３
月
17
日
㈫
ま
で

開
館
時
間　
９
時
か
ら
17
時
ま
で

　
　
　
　
（
最
終
入
館
16
時
30
分
）

休
館
日　
水
曜
日

　
　
　
　
※
祝
日
の
場
合
は
開
館

入
館
料　
大
人　
　
　
４
０
０
円

　
　
　
　
小
中
高
生　
２
０
０
円

※
追
分
宿
郷
土
館
と
共
通

【
問
い
合
わ
せ
】

堀
辰
雄
文
学
記
念
館

　

45‐２
０
５
０

堀辰雄『聖家族』
江川書房、昭和７年

追
分
宿
郷
土
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
冬
季
企
画
展
開
催

　「
昔
の
道
具
と
暮
ら
し
」

　
洗
濯
、
炊
事
、
遊
び
な
ど
、
人
々

の
生
活
で
使
わ
れ
て
い
た
道
具
や
資

料
か
ら
、
昭
和
か
ら
現
在
ま
で
の
暮

ら
し
の
移
り
変
わ
り
に
つ
い
て
紹

介
・
展
示
し
ま
す
。
昔
懐
か
し
い

道
具
や
、
昔
使
わ
れ
た
「
も
の
の
単

位
」
な
ど
、
展
示
を
通
し
て
「
暮
ら

し
」
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
１
月
15
日
㈭
か
ら

　
　
　
　
３
月
31
日
㈫
ま
で

開
館
時
間　
9
時
か
ら
17
時
ま
で

　
　
　
　
（
最
終
入
館
16
時
30
分
）

休
館
日　
水
曜
日

　
　
　
　
※
祝
日
の
場
合
は
開
館

入
館
料　
大
人　
　
　
４
０
０
円

　
　
　
　
小
中
高
生　
２
０
０
円

※
堀
辰
雄
文
学
記
念
館
と
共
通

※
駐
車
場
は
、
追
分
宿
駐
車
場
（
浅

間
神
社
前
）
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　【

問
い
合
わ
せ
】

追
分
宿
郷
土
館　

45‐１
４
６
６

町ホームページ
昔の道具と暮らし
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●
事
業
内
容

　

町
内
の
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
の

シ
ェ
フ
に
よ
る
レ
シ
ピ
提
供
給
食
を

通
じ
て
、
食
育
の
充
実
や
地
元
食
材

の
利
用
促
進
、
食
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
育
む
こ
と
等
を
目
的
に
令
和
６

年
２
月
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
監

修
い
た
だ
く
シ
ェ
フ
に
は
小
中
学
校

の
給
食
１
食
分
の
献
立
を
立
案
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
８
年
度
に
監
修
し

て
い
た
だ
く
シ
ェ
フ
を
公
募
し
ま
す
。

●
応
募
要
件

　

監
修
シ
ェ
フ
は
次
の
要
件
を
満
た

し
、
本
事
業
を
理
解
す
る
方

①
町
内
の
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
で

シ
ェ
フ
を
さ
れ
て
い
る
方

②
学
校
給
食
の
特
殊
性
を
理
解
し
て

献
立
を
立
案
し
て
く
だ
さ
る
方

●
公
募
人
数　
３
名

●
応
募
期
間　
１
月
５
日
㈪
か
ら

　
　
　
　
　
２
月
13
日
㈮  

17
時
ま
で

●
応
募
方
法

左
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

こ
ど
も
教
育
課　
学
校
教
育
係

 

45‐８
６
７
２

　

令
和
７
年
11
月
号
の
広
報
か
る
い

ざ
わ
で
お
知
ら
せ
し
た
「
軽
井
沢
町

私
立
等
小
中
学
校
食
材
費
給
付
事

業
」
の
対
象
の
方
で
、
ま
だ
申
請
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
左
記
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
限

　
　
１
月
30
日
㈮　
17
時
ま
で

※
電
子
で
の
申
請
が
で
き
な
い
場
合

は
、
申
請
書
兼
請
求
書
を
記
入
し

左
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

（
申
請
書
兼
請
求
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

こ
ど
も
教
育
課
窓
口
で
配
布
し
ま

す
）

※
申
請
期
限
以
降
の
申
請
に
つ
い
て

は
給
付
金
の
支
給
が
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
期
限
内
に
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

こ
ど
も
教
育
課　
学
校
教
育
係

 

45‐８
６
７
２

公
立
小
中
学
校
に
お
い
て

実
施
し
て
い
る
シ
ェ
フ
給
食

の
シ
ェ
フ
を
公
募
し
ま
す

軽
井
沢
町
私
立
等
小
中
学
校

食
材
費
給
付
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す

町ホームページ

町ホームページ

応募フォーム

申請フォーム

ん
だ
ぞ
！
」
と
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
か

ら
励
ま
さ
れ
た
こ
と
を
「
な
ん
で

自
分
だ
け
が
頑
張
ら
な
く
ち
ゃ
い

け
な
い
の
か
」
と
捉
え
て
し
ま
う

よ
う
な
中
学
生
も
い
ま
す
。
こ
の

中
学
生
は
こ
の
時
の
こ
と
を
「
急

に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
感
じ
て
し

ま
っ
て
嫌
だ
っ
た
」
と
、
応
援
さ

れ
た
こ
と
に
緊
張
し
て
し
ま
っ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、「
そ
ん
な
の
や
っ
た
っ

け
？
っ
て
、
過
去
の
こ
と
を
少
し

忘
れ
て
困
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ

で
、
自
分
で
『
頭
の
悪
い
理
由
』

を
考
え
た
ら
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
（
認

知
症
を
患
っ
て
い
る
方
）
よ
り
記

憶
力
が
悪
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
っ

て
思
う
ん
だ
」
と
、
自
分
の
身
の

回
り
で
比
較
で
き
る
と
こ
ろ
で
、

必
要
以
上
に
自
己
肯
定
感
の
低
さ

を
感
じ
て
い
る
中
学
生
も
い
ま
し

た
。
こ
の
生
徒
に
つ
い
て
は
、『
頭

が
悪
い
』
の
で
は
な
く
、
本
人
の

特
性
か
ら
忘
れ
や
す
さ
が
生
じ
て

し
ま
い
、
特
に
学
習
面
で
困
る
こ

と
も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
説
明

し
ま
し
た
。
す
る
と
「
あ
ぁ
、
そ

う
い
う
こ
と
か
。
確
か
に
み
ん
な

の
流
れ
を
見
て
い
れ
ば
動
け
て
困

ら
な
い
」
と
自
分
の
「
で
き
る
」

部
分
に
も
目
を
向
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ほ
ん
の
一
部
に
は
な
り
ま
す

が
、
彼
ら
彼
女
た
ち
と
話
し
て
い

る
と
、
中
学
生
な
り
の
観
点
で
精

い
っ
ぱ
い
、
生
活
し
て
い
る
様
子

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
良
か
れ
と

思
っ
て
声
を
か
け
て
も
、
反
対
の

意
味
で
捉
え
ら
れ
た
り
、
追
い
詰

め
ら
れ
た
と
捉
え
ら
れ
た
り
、
中

学
生
だ
か
ら
こ
そ
の
捉
え
の
狭
さ

や
偏
り
が
あ
る
の
も
当
然
で
す
。

こ
こ
ま
で
に
挙
げ
た
中
学
生
の
他

に
も
「
親
に
『
そ
っ
と
し
て
お
い

て
』
と
言
い
た
い
け
ど
、
そ
ん
な

こ
と
言
っ
た
ら
、
大
丈
夫
？
具
合

悪
い
？
甘
え
て
ん
じ
ゃ
な
い
の
？

と
か
、
い
ろ
ん
な
方
向
か
ら
い
ろ

い
ろ
言
わ
れ
そ
う
だ
か
ら
、
何
も

言
え
な
い
」
と
話
し
て
い
た
子
ど

も
も
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
私
が
関
わ
る
中
学
生

の
声
の
一
部
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ

い
ろ
い
ろ
な
「
頑
張
り
」
を
し
て

い
る
子
ど
も
達
が
い
ま
す
。
で
も

中
学
生
だ
け
で
は
な
く
、
大
人
も

頑
張
っ
て
い
ま
す
し
、
み
ん
な
が

そ
れ
ぞ
れ
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
頑
張
り
の
声
を
き
く
機

会
を
大
切
に
し
て
い
く
こ
と
も
心

掛
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

中
学
生
の
声
を
き
く
　

　
「
ね
ぇ
先
生
、
無
性
に
む
か
つ

い
た
り
、
集
中
で
き
な
い
時
と
か

に
、
教
室
で
は
な
く
て
、
い
ら
れ

る
居
場
所
が
で
き
る
と
い
い
と
思

う
ん
だ
よ
。
自
分
の
机
の
と
こ
ろ

で
伏
せ
て
い
た
ら
、み
ん
な
が
『
大

丈
夫
？
大
丈
夫
？
』
っ
て
声
を
か

け
て
く
れ
る
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
も

か
け
て
ほ
し
く
な
い
し
。
○
○
先

生
も
『
そ
ん
な
に
疲
れ
て
い
る
な

ら
帰
っ
て
も
い
い
で
す
よ
』
っ
て

言
っ
て
く
れ
た
け
ど
、
そ
ん
な
こ

と
で
い
ち
い
ち
帰
っ
て
い
た
ら
、

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
帰
る
こ
と
に
な
っ

ち
ゃ
う
。
学
校
の
中
で
授
業
中
ぬ

け
て
も
い
い
場
所
が
あ
れ
ば
、

も
っ
と
学
校
生
活
が
楽
に
送
れ
る

の
に
」
と
、
話
し
て
く
れ
た
中
学

生
が
い
ま
す
。
他
に
も
「『
頑
張

れ
！
』
っ
て
言
わ
れ
る
け
ど
、
こ

れ
以
上
、
ど
う
頑
張
れ
ば
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
。
頑
張
れ
て
い
た

ら
頑
張
る
し
」
と
、
話
し
て
く
れ

た
他
の
中
学
生
も
い
ま
す
。

　

一
方
で
「
□
□
、
頑
張
れ
！
頼

スクールサポーター
（臨床心理士・公認心理師）

小林　真理

〜
こ
こ
ろ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
〜

こ
・
こ
・
ら
・
ぼ

過
去
の『
こ
こ
ら
ぼ
』は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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　	 　 ◇
中
軽
井
沢
図
書
館

　
　
　
　
　
1
月
イ
ベ
ン
ト

◎
町
立
図
書
館
名
誉
館
長

　
青
木
裕
子
の
朗
読
基
礎
講
座

　
（
第
９
回
）

　
と　
き　
１
月
10
日
㈯

　
　
　
　
　
14
時
か
ら

　
　
　
　
（
1
時
間
30
分
程
度
）

　
　
　
　
　
※
見
学
の
み
可
能

◎
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
シ
ア
タ
ー

　
（
み
ん
な
で
シ
ネ
マ
上
映
会
）

　
　
「
最
高
の
人
生
の
見
つ
け
方
」

　
と　
き　
1
月
12
日（
月・祝
）

　
　
　
　
①
10
時
か
ら
（
吹
替
版
）

　
　
　
　
②
14
時
か
ら
（
字
幕
版
）

※
先
着
各
50
名
（
申
し
込
み
不
要
）

◎
お
は
な
し
の
会

　
と　
き　
1
月
18
日
㈰

　
　
　
　
　
10
時
30
分
か
ら

◇
雑
誌
ふ
ろ
く
抽
選
会

　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

　
と　
き　
1
月
10
日
㈯

　
　
　
　
　
9
時
30
分
か
ら

　
「
雑
誌
ふ
ろ
く
抽
選
会
」
を
1
階

入
口
で
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
の
貸
出
レ
シ
ー
ト
1
枚
に

つ
き
1
回
く
じ
を
引
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

景
品
が
無
く
な
り
次
第
、
終
了

と
な
り
ま
す
。

◇
あ
な
た
の
ス
マ
ホ
が
利
用

　
者
カ
ー
ド
に
な
り
ま
す
！

　
〈
新
規
パ
ス
ワ
ー
ド
入
力
〉

⑴
軽
井
沢
町
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
表
示
（
下
記
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
）

⑵
メ
ニ
ュ
ー
を
タ
ッ
プ

⑶
マ
イ
ポ
ー
タ
ル
を
タ
ッ
プ

⑷
利
用
照
会
を
タ
ッ
プ

⑸
新
規
パ
ス
ワ
ー
ド
登
録
を
タ
ッ
プ

⑹
利
用
者
番
号
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
を
入
力
し
て
ロ

グ
イ
ン
す
る
を
タ
ッ
プ

⑺
利
用
者
照
会
を
タ
ッ
プ
す
る
と
、

ペ
ー
ジ
の
最
下
部
に
バ
ー
コ
ー

ド
が
表
示
さ
れ
ま
す
。（
こ
れ
で

ス
マ
ホ
が
、
利
用
者
カ
ー
ド
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
。）

◇
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
へ

　
資
料
提
供
の
お
願
い

　

図
書
館
で
は
、
軽
井
沢
町
の
歴

史
、
文
化
、
自
然
な
ど
に
ま
つ
わ

る
書
籍
、
写
真
、
映
像
な
ど
の
資

料
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
公
開
し
て

い
ま
す
。

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
、
軽

井
沢
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
方
々

の
た
め
に
、
資
料
を
お
持
ち
の
方

は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

図
書
館
コ
ー
ナ
ー

町立図書館
ホームページ

※蔵書検索・予約
　ができます。

新しい本が入りました!
しっぽのカルテ	 村山　由佳　著

イオラと地上に散らばる光	 安壇　美緒　著

夢遊の大地	 ミア・コウト　著,　伊藤　秋仁　訳

ロッコク・キッチン	 川内　有緒　著

開運えんぎもの図鑑	 高野　紀子　作

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

中
軽
井
沢
図
書
館

　

41‐０
８
５
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
41‐０
８
５
１

◎
図
書
館
友
の
会

・「
Ｃ
Ｅ
Ｐ
・
大
人
の
英
会
話
」

　
テ
ー
マ 

「
質
問
ゲ
ー
ム
」

　
と　
き　
1
月
8
日
㈭

　
　
　
　
　
13
時
か
ら

・「
図
書
館
研
究
会
」

　
テ
ー
マ 

「
今
年
初
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　

読
ん
だ
本
」

　
と　
き　
1
月
17
日
㈯

　
　
　
　
　
10
時
10
分
か
ら

※
入
会
を
希
望
す
る
方
は
、
各

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
代
表
者
に

連
絡
が
必
要
で
す
。

※
図
書
館
専
用
駐
車
場
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

追
分
分
去
れ
と
浅
間
山

　
　
　
１
９
５
０
年
代

児童レファレンスコーナー
キャラクター

ぴーちく＆ものしりす

© 2008 Warner Bros. Entertainment Inc. 
All rights reserved.
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軽井沢大賀ホール１月コンサートスケジュール

※休館日：１日（木・祝）から５日㈪まで・14日㈬･15日㈭・19日㈪・26日㈪
※入場無料の公演は事前申込不要です。
※各公演のお問合せは、主催者へお願いします。
※公演により、チケットが売り切れの場合があります。

軽井沢大賀ホール
ホームページ

施設工事のお知らせ
　軽井沢大賀ホールでは、１月下旬から２月中旬にかけて施設工事を行います。なお、事務局・チケットサービスは
通常営業します。楽屋・演奏者ラウンジの使用については、事務局まで問い合わせてください。

【問い合わせ】　軽井沢大賀ホール　 42-0055（休館日を除く９時から18時まで）

と　　き　１月12日（月・祝）　14時開演
出　　演　鶫真衣（ソプラノ）、依田真宣（ヴァイオリン）、小澤佳永（ピアノ）、松田亜有子（ナビゲータ）
予定曲目　早春賦、いのちの歌、落葉松、歌劇『ルサルカ』より「月に寄せる歌」 ほか
料　　金　全席指定　3,000円　

　自衛隊の歌姫として日本各地で清らかな歌声を届け、多くの人々を勇気づけている
鶫真衣（つぐみまい）さんが、軽井沢大賀ホールに初登場します。

※その他の詳細、最新情報は軽井沢大賀ホールホームページで確認してください。
※公演内容は変更になる場合があります。未就学児の入場は遠慮してください。

【軽井沢大賀ホール共催公演】
澄んだ冬の空気に響く、新春の調べ。

Almond New Year Concert 2026～Music as Peace～

【 公 演 開 催 会 場 】　軽井沢大賀ホール　 42-0055（休館日を除く９時から18時まで）
【チケット申し込み】　軽井沢大賀ホールチケットサービス　 31-5555（休館日を除く10時から18時まで）

と　き 開　演 公　演　内　容 問い合わせ

10日㈯ 16時
《軽井沢大賀ホール主催公演》
軽井沢大賀ホール開館20周年
荻野目洋子ニューイヤーコンサート2026

軽井沢大賀ホール
0267-42-0055

12日（月・祝） 14時 《軽井沢大賀ホール共催公演》
Almond New Year Concert 2026 ～Music as Peace～

アーモンド株式会社
info@almond-music.com

13日㈫ 10時 令和８年　軽井沢町消防出初式
【入場無料・未就学児入場可】

軽井沢町消防課
（軽井沢町消防署内）

45-0119

18日㈰ 14時 丸の内交響楽団ニューイヤーコンサート2026
軽井沢大賀ホール公演　　　　　　   　  【未就学児入場可】

丸の内交響楽団事務局
042-339-3616

軽
井
沢
の
植
物
と

方
言 

106

　

町
内
の
山
地
の
岩
の
多
い
斜
面

等
に
生
え
、
南
千
島
、
北
海
道
、

本
州
、
四
国
、
九
州
等
に
分
布
す

る
常
緑
の
低
木
で
す
。
６
月
頃
、

紅
色
を
帯
び
た
白
色
の
花
を
つ
け

ま
す
。
果
実
は
、
８
月
頃
、
球
形

で
紅
色
に
成
熟
し
た
様
子
が
見
ら

れ
ま
す
。
こ
の
果
実
は
、
加
工
し

て
ジ
ュ
ー
ス
や
ジ
ャ
ム
、
洋
菓
子

類
の
材
料
等
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

方
言
と
由
来
等

①
カ
ン
ロ
ウ
バ
イ

②
カ
ン
ロ
バ
イ

甘
露
梅
の
意
味
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

【
参
考
文
献
】
佐
藤
邦
雄（
１
９
７
８
）

　
信
州
佐
久
の
植
物
方
言

【
問
い
合
わ
せ
】

植
物
園　

48‐３
３
３
７

コケモモ　ジュースやジャム、洋菓子
類の材料にも利用されます
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結
　
　
婚

　
　
末
長
く
お
し
あ
わ
せ
に

●
交
通
事
故
相
談（
予
約
制
）

と　
き　
１
月
９
日
㈮

　
　
　
　
10
時
か
ら
15
時
ま
で

と
こ
ろ　
佐
久
合
同
庁
舎

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

予
約
が
な
い
場
合
は
開
催
し
ま
せ

ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

佐
久
地
域
振
興
局

総
務
管
理
課　
県
民
生
活
係

０
２
６
７‐63‐３
１
３
３

●
心
配
ご
と
相
談（個

別
相
談
）

　
差
別
、
い
じ
め
、
夫
婦
親
子
問

題
な
ど
で
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の

相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

と　
き　
１
月
９
日
㈮

　
　
　
　
９
時
30
分
か
ら
15
時
ま
で

と
こ
ろ　
木
も
れ
陽
の
里　

　
　
　
　
会
議
室
１

相
談
員　
民
生
児
童
委
員

　
　
　
　
人
権
擁
護
委
員

【
問
い
合
わ
せ
】

社
会
福
祉
協
議
会

　
（
木
も
れ
陽
の
里
内
）

　
　
　
　

45‐８
１
１
３

相談窓口

秘密厳守
相談無料

お
く
や
み

　
　
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

※
戸
籍
の
窓
は
、
町
民
で
町
に
届
出
を
さ
れ
た

方
の
了
解
を
得
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

誕
　
　
生

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

わたくしたちのまち
前月比

人　口 21,813人 （－ 8）
男 10,370人 （+ 3）
女 11,443人 （－11）

世帯数 11,302世帯 （+17）
住民基本台帳12月１日現在

●
人
権
相
談

　
セ
ク
ハ
ラ
や
パ
ワ
ハ
ラ
、
家
庭
内

暴
力
、
体
罰
や
い
じ
め
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
誹
謗
中
傷
、
差
別
な

ど
「
自
分
の
悩
み
は
人
権
侵
害
か

も
？
」
と
思
っ
た
ら
、
気
軽
に
電
話

で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

と　
き　
平
日　
８
時
30
分
か
ら　

　
　
　
　
　
　
　
17
時
15
分
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

０
５
７
０‐０
０
３‐１
１
０  

●
町
民
法
律
相
談（
予
約
制
）

と　
き　
１
月
23
日
㈮

　
　
　
　
１
枠
30
分
程
度

と
こ
ろ　
役
場　
第
６
会
議
室

担　
当　
市
村　
大
介　
弁
護
士

　
開
始
時
刻
が
予
約
時
間
よ
り
遅
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課　
住
民
係　

45‐８
５
４
０

●
植
生
学
相
談
（
予
約
制
）

と　
き　
１
月
23
日
㈮

と
こ
ろ　
役
場　
第
８
会
議
室

相
談
員　
環
境
課  

植
生
学
専
門
員

　
　
　
　
蛭
間  

啓  

博
士
（
学
術
）

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

環
境
課　
環
境
政
策
係45‐８

５
５
６

戸籍の窓

11月１日から
11月30日まで

届　出

＝
さ
わ
や
か
軽
井
沢

　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
寄
附
金
＝

寄
附
金
額
１
万
円
以
上
で
、
氏
名

掲
載
を
希
望
さ
れ
た
方

（
返
礼
品
対
象
寄
附
を
除
く
）

　
東
京
都　
　
清
水　
悠
太
郎　
様

　
東
京
都　
　
　
佐
藤　
玄
人　
様

　
東
京
都　
　
　
若
月　
秀
夫　
様

　
東
京
都　
　
　
有
馬　
誠　
　
様

　
軽
井
沢
町　
草
軽
交
通
株
式
会
社　

様

　
神
奈
川
県　
　
蓑
田　
秀
策　
様

　
東
京
都　
　
　
小
方　
功　
　
様

1月の納税等　

固定資産税・都市計画税  第４期
国民健康保険税　　　  第８期
介護保険料　　　　　  第８期
後期高齢者医療保険料  第７期
保育料 　　　　　　 　１月分
町営住宅家賃　　  　　１月分
※税金などの納付には、便利で確実な口座振替を利用しましょう!
　口座振替を利用の際は、口座残高の確認をお願いします。

納期限
２月２日㈪

忘れずに納期限までに
納めましょう
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　町在住の大森紗世さんがJICA海外協力隊員としてタンザニアへ派遣
されることが決まり、町長を表敬訪問しました。
　派遣に向けてスワヒリ語の習得に励んでおり、現地では社会福祉関
係の仕事を行います。
　大森さんは、「多くの方とのコミュニケーションを大切にしながら、
住民サービスの改善に取り組んでいきたい」と抱負を語りました。

12月２日（役場）

JICA海外協力隊員として
タンザニアへ派遣

　町を拠点に活動するSC軽井沢クラブは、
12月６日から12日まで開催されたカーリン
グのミラノ・コルティナオリンピック世界
最終予選に男子日本代表として出場しまし
た。
　残念ながらオリンピック出場には届きま
せんでしたが、世界の舞台で力強い戦いを
見せました。

世界最終予選で健闘

12月４日（役場）

　軽井沢A＆ACに所属する土屋紗英さん（中部小学校６年生）が、
第41回全国小学生陸上競技交流大会のコンバインドA（走り高跳び・
80mハードル）に出場したことを町長に報告しました。
　全国大会の直前には、けがに見舞われ、本調子を出せないレースと
なりましたが、見事４位入賞を果たしました。
　中学校では４種競技（ハードル、高跳び、砲丸投げ、200ｍ走）に
挑戦したいと、次のステップへの意欲を語りました。

陸上競技大会で全国４位

　町スポーツ推進委員会長の佐藤一郎さんが、第66回全国ス
ポーツ推進委員研究協議会長野大会において、文部科学大臣
賞を受賞し、町長に報告しました。
　町のスポーツ推進委員を26年間務め、昨今はボッチャ、モ
ルック、ロゲイニングなどのニュースポーツを幅広い世代へ
普及しています。
　地域スポーツの発展と貢献を高く評価され今回の受賞とな
りました。

12月12日（役場）
文部科学大臣賞を受賞

©JCA


